
ICHTHY
ISSN 2435-7715

Natural History of Fishes of Japan

Ichthy, Nat. Hist. Fish. Jpn.

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/articles.html
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ichthy/-char/jaedited and published by the Kagoshima University Museum

ORIGINAL RESEARCH ARTICLE

Ichthy 54 ǀ 2025 ǀ 69

フサカサゴ科ミノカサゴ亜科に帰属する属の標準和名

松沼瑞樹 1・本村浩之 2

Recent phylogenetic research have reconstructed generic 
systematics of the subfamily Pteroinae (Scorpaenidae). We pro-
posed new standard Japanese names for Nemapterois Fowler, 
1938 (Hireboshiminokasago-zoku), Neochirus Chou, Liu and 
Liao, 2023 (Shimahimeyamanokami-zoku) and Pteropterus 
Swainson, 1839 (Kimiokoze-zoku).
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 Abstract

フサカサゴ科ミノカサゴ亜科には，これまで次の 5属

が認められていた：Brachypterois Fowler, 1938（標準和名：

ノコギリカサゴ属），Ebosia Jordan and Starks, 1904（エボシ

カサゴ属），Dendrochirus Swainson, 1839（ヒメヤマノカミ

属），Parapterois Bleeker, 1876（セトミノカサゴ属），およ

びPterois Oken, 1817（ミノカサゴ属）．最近，Chou et al. (2023)

は遺伝子と形態，頭部の模様に基づき，ミノカサゴ亜科

内の属の分類を再編し，従来の Dendrochirusと Pteroisを

分割し，前者の新参異名とされてきた Nemapterois Fowler, 

1938と，後者の新参異名とされてきた Pteropterus Swain-

son, 1839を復活させるとともに，Neochirus Chou, Liu and 

Liao, 2023を新属として記載した．この結果，本亜科は 8

属に整理された．本報告では，これら 8属の標準和名を整

理し，Nemapterois，Neochirus，および Pteropterusに新標

準和名を提唱する．

材料と方法
日本産各種の学名と帰属は，Chou et al. (2023)にしたがっ

た．日本産種の学名では，命名者と著作物の著者が異なる

場合の表記［“in”で連結する；例：Ebosia bleekeri (Döderlein 

in Steindachner and Döderlein, 1884］を省略した．標準和名

の適応と提唱にあたっては「魚類の標準和名の命名ガイド

ライン」（日本魚類学会，2020）にしたがった．

結果と考察
Genus Brachypterois Fowler, 1938

ノコギリカサゴ属　（Fig. 1A）
日本産種　2種：ノコギリカサゴ Brachypterois serrulata 

(Richardson, 1846)；ヨコバノコギリカサゴ Brachypterois 

serrulifer Fowler, 1938．

備考　従来の標準和名から変更無し．タイプ種は B. 

serrulifer．

Genus Ebosia Jordan and Starks, 1904

エボシカサゴ属　（Fig. 1B）
日本産種　1種：エボシカサゴ Ebosia bleekeri (Döderlein, 

1884)．

備考　従来の標準和名から変更無し．タイプ種は E. 

bleekeri．

Genus Dendrochirus Swainson, 1839

ヒメヤマノカミ属　（Fig. 1C）
日本産種　2種：キリンミノ Dendrochirus zebra (Cuvier, 

1829)；シロヒメヤマノカミ Dendrochirus koyo Matsunuma 

and Motomura, 2019．

備考　Chou et al. (2023)は従来の Dendrochirusを，Den-

drochirusと後述の Nemapterois，および Neochirusの 3属に

再編した．彼らによれば Dendrochirusには上記の 2種のみ

が帰属する．

Brachirus Swainson, 1839と Dendrochirusは，いずれも

Pterois zebra（キリンミノ）をタイプ種として同一の著作
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物（Swainson, 1839）で創設された．Dendrochirusに優先

権があるため，現在ではこちらが有効な学名と認識されて

いるが，過去には掲載ページの早い Brachirusに先取権が

あり，Brachirusが有効な学名とされることがあった．日

本国内でも同様に，初期の出版物では Brachirusが有効な

学名として扱われ，例えば松原（1955）は Brachirusに「ヒ

メヤマノカミ属」の和名をあてている．これは，当時認識

されていた Brachirusに，Brachirus bellus（ヒメヤマノカミ）

が所属していたことに因むと考えられる．Dendrochirusに

優先権があると広く認められた近年の出版物においても，

Dendrochirusに対して「ヒメヤマノカミ属」の和名が引き

続き用いられてきた［例えば中坊・甲斐（2013）］．

Chou et al. (2023)により従来の Dendrochirusの帰属種が

再編された結果，「ヒメヤマノカミ属」の由来であるヒメ

ヤマノカミは，Neochirusに移された．しかし，「魚類の標

準和名の命名ガイドライン」の項 8（標準和名の改称）の

要件を参照すると，今回のケースでは改称は不要と判断さ

れるため，Dendrochirusの標準和名は引き続き，「ヒメヤ

マノカミ属」を用いることを提案する．

Genus Nemapterois Fowler, 1938

ヒレボシミノカサゴ属（新称）　（Fig. 1D）
日本産種　1種：ヒレボシミノカサゴ Nemapterois bioce-

llatus Fowler, 1938．

備考　Nemapteroisには標準和名が無いため，「魚類の

標準和名の命名ガイドライン」の項 4.2.1にしたがい，本

属のタイプ種かつ唯一の構成種である N. biocellatusの標

準和名を適用して，本属に対して「ヒレボシミノカサゴ属」

を新称として提唱する．

Genus Neochirus Chou, Liu and Liao, 2023

シマヒメヤマノカミ属（新称）　（Fig. 1E）
日本産種　2種：ヒメヤマノカミ Neochirus bella (Jordan 

and Hubbs, 1925)；シマヒメヤマノカミ Neochirus brachy-

ptera (Cuvier, 1829)．

備考　従来，上記の 2種は Dendrochirusに帰属されて

いたが，Chou et al. (2023)により彼らが新属として記載し

た Neochirusに移された．

Neochirusには標準和名が無いため，本属のタイプ種で

Fig. 1. Fresh specimens of selected Japanese members of Pteroinae. A: Brachypterois serrulata (KAUM–I. 6876); B: Ebosia bleek-
eri (KAUM–I. 35804); C: Dendrochirus zebra (KAUM–I. 28666); D: Nemapterois biocellatus (KAUM–I. 21999); E: Neochirus 
brachyptera (KAUM–I. 39791); F: Parapterois heterura (KAUM–I. 75522); G: Pterois volitans (KAUM–I. 19147); H: Pteropter-
us radiata (KAUM–I. 41254).
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ある N. brachypteraの標準和名を適用して「シマヒメヤマ

ノカミ属」を新称として提唱する．

Neochirusは女性名詞の属名のため，D. brachypterusと D. 

bellusはそれぞれ N. brachypteraと N. bellaとなる．

Genus Parapterois Bleeker, 1876

セトミノカサゴ属　（Fig. 1F）
日本産種　1種：セトミノカサゴ Parapterois heterura 

(Bleeker, 1856)．

備考　従来の標準和名から変更無し．タイプ種は P. 

heterura．

Genus Pterois Oken, 1817

ミノカサゴ属　（Fig. 1G）
日本産種　2種：ミノカサゴ Pterois lunulata Temminck 

and Schlegel, 1843；ハナミノカサゴPterois volitans (Linnaeus, 

1758)．

備考　従来の標準和名から変更無し．タイプ種は P. 

volitans．小枝（2020）は鹿児島県大隅半島太平洋側か

ら得られたミノカサゴ属の一種を Pterois russelii Bennett, 

1831によく似るが精査が必要と報告した．Pterois russelii

の日本での分布状況は著者らが検討を進めている．

Genus Pteropterus Swainson, 1839

キミオコゼ属（新称）　（Fig. 1H）
日本産種　3種：ネッタイミノカサゴ Pteropterus annte-

nnata (Bloch, 1787)；ミズヒキミノカサゴ Pteropterus pau-

cispinula (Matsunuma and Motomura, 2014)；キミオコゼ Pte-

ropterus radiata (Cuvier, 1829)．

備考　上記の 3種は，従来の Pteroisに帰属されていた．

Pteropterusには標準和名が無いため，本属のタイプ種であ

る P. radiataの標準和名を適用して，本属に対して「キミ

オコゼ属」を新称として提唱する．
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